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た現在の糖尿病診断基準値の妥当性を検討した。             
【対象および方法】  
対象者は 2006 年 2 月 -2007 年 1 月に埼玉県済生会栗橋病院で健診を受診し、
空腹時血糖値 (FPG)と HbA1c の両者を測定、年 2 回眼底写真を撮影し得、貧血や
心血管疾患の既往がなく、眼科専門医 2 名の眼底評価が一致した 1,864 名 (既知
糖尿病者 120 名、非糖尿病既往者 1744 名 )である。非糖尿病既往者の FPG と HbA1c
値で 5 群に分類し、既知糖尿病群とを合わせた 6 群における網膜症所見の割合
を算出。ロジスティック回帰分析を用いて本所見の危険因子（ FPG、 HbA1c、年
齢、性別、収縮期血圧 (SBP)、総コレステロール、中性脂肪、 HDL ならびに LDL
コレステロール、BMI、尿酸値、白血球数、空腹時インスリン値、喫煙状態）を
解析した。             
 
【結  果】  
非糖尿病既往者の 4.2%に網膜症所見を有していた。非糖尿病既往者における
網膜症所見の危険因子は、単変量回帰では年齢、 SBP、 FPG、 HbA1c が選択され
た。年齢、SBP、FPG を説明変数とした多変量回帰では FPG のみが有意な危険因
子として選択され、年齢、SBP、HbA1c を説明変数とした多変量回帰では SBP と
HbA1c が有意な危険因子として選択された。年齢と SBP で調整後の網膜症所見
の割合は、 FPG ならびに HbA1c 最低分位群に比べて FPG7.0 mmol/L 以上、
HbA1c6.5%以上群で有意に上昇していた。                                                     
【考  察】  
本コホートにおける非糖尿病既往者の網膜症所見の割合は、欧米や我が国の
一般住民調査からの既報より低率であった。その理由は、本対象は年齢が既報
（例：本邦舟形町研究）より 10 歳若く、年 2 回の健診を受診するという健康に
高い意識をもつ群であったこと、網膜症と類似した危険因子をもつ心血管疾患
既往者を除外したことが推測された。                       
【結  論】  
日本人非糖尿病既往者における網膜症所見有病率は 4.2%と低く、FPG、HbA1c、
SBP は網膜症の有意な危険因子であった。また、FPG7.0 mmol/L 以上、HbA1c 6.5%
以上は網膜症有病率からみた糖尿病診断基準値として妥当だと思われた。                                                                 
 
